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The purpose of this study was to clarify the social psychological factors which determine the 

reasons of playing gateball among senior citizens. Concerning explanatory variables forty items 

were selected as a priori. The subjects were 254 people of fifty years old or older who play gateball 

more than three days a week. As a control group of this study 171 senior citizens were selected. 

The questionnaire was distributed among the subjects during the summer， 1979. The data were 

analized by the Hayashi' s Quantification Theory. 

The main results were as follows : 

1. Both the males and the females who play gateball have favorable attitudes toward gateball 

and sports in general and appraise the effects of play gateball highly. 

2. As for the males， the factors related to attitudes toward gateball and belief in its good effects 

were connected structurally. On the contrary， as for the females， though the factors related to 

attitudes toward gateball and sprots in general also existed with close connection， the structure of 

vaiables was not so complicated as that in case of the males. 

3. The COI・relationratio was extremely high (male N=.952， female N=.949)， so it could be said 

that the validity of variables was verified. 

4. In case of the males， the main factors determining playing gateball were normative belief， 

behavioral intention， pleasure of gateball， diversion， likes and dislikes of sports in general and 

hopes for dependency. On the other hand， as for the females， they were behavioral intention， way 

of life， hopes for dependency， family structure， normative belief， likes or dislikes of sports in 

general， emotional outlet and so on. 

緒言

わが国は，欧米の先進国と同様人口の高齢化が進み

いわゆる高齢化社会を迎えようとしている。乙れに伴

「て，中高年齢者の健康・体力や生きがいの問題が重

要性を増しつつある。そして，乙れらの問題と深い関

係をもっスポーツやレクリエーション活動も大きな社

会的関心事となってきた。近年，高齢者の聞に急速に

普及してきたスポーツ・レクリエーションとしてゲー

トボールをあけ、る乙とができょう。今日ゲートボール

は，競技会のあり方，ルールの統一，統括団体・組織

のあり方などをめぐって，さまざまな問題を抱えなが

らもなお発展しているようである。乙うしたなかでゲ

ートボールに関する情報も多くなり，乙乙数年の聞に
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いくつかの研究報告もなされている。例えば，藤田・

芹ftも岩ば与はゲ-ートボール愛好者を対象iζ調査を行
いその実態を明らかにした。ぽh，文化人類学的視座
から高齢者がゲートボールに関わりをもつようになる

過程とその普及状況について報告した。また金崎・徳

永li，ゲートボールの実施者と非実施者を対象に調査
を行いゲートボールの実施状況や実施者の健康・体力，

態度，信念，行動意図，ゲートボールの効果などを明

らかにした。乙れらの研究は，概してゲートボールの

実施者あるいはゲートボールという社会的事象の実態

調査を基調とした記述レベルで‘の報告がその主な内容

となっており，方法論的にもクロス分析によるゲート

ボール実施者と非実施者の一次元的な比較にとどまっ

ている。高齢者がゲートボールを実施するにあたって

そ乙にどのような要因が関与するのかという問題に対

して多次元的に分析した研究報告はまだなされていな

い。そ乙で本研究では，社会心理学的視点から ζの課

題にアプローチしようとするものであり，ゲートボー

ルの実施・非実施を規定する要因や乙れら要因聞の連

関構造などを主として明らかにしたい。

方法

1. 調査の概要

熊本県八代市の代陽，八代，太田郷，植榔，松高，

八千把，高田，郡築，宮地，金剛，胎和，日奈久の12

地区において， 50歳以上の男女でゲートボールを実施

している者と全く実施していない者を対象に調査(rゲ

ートボールについての調査J)を行った。調査票は，

各地区の世話人(八代市ゲートボール協会理事)を通

して対象者に直接手渡され，回答記入の後回収された。

配布数と回収率，回答者の年代別内訳は，表 111::示す

とおりである。調査時期は，昭和54年 7-8月である。

2. 分析方法

データの解析にあたっては，林の数量化理論第E類

による判別分析を主要な方法として適用した。対象者

のうちゲートボール実施者の週平均の実施状況は，表

2のとおりであった。 ζ乙では，判別すべき外的基準

としてゲートボール実施群と非実施群を設定した。実

施群は，ゲートボールを「週3日以上」実施する者で

あり，従って最終サンフ。ル数は男子144，女子110と

なった。非実施群は，ゲートボールを全く実施してい

ない者であり，男子85，女子86である。次に，説明変

表1 調査票の配布と回数

~ 
年 齢

配布数 回収率
50代 60代 70代 合計

実施者
男子 250 9 8. 0~ぢ 94 97 74 245 
女子 250 90.8% 86 76 65 227 

非実施者
男子 150 56.7 % 30 25 30 85 
女子 150 57.3% 32 28 26 86 

表2 ゲートポールの実施状況

(%) 

kc 
週 週 週 月 月 無
5 3 1 2 
日 回
以 4 2 3 以
上 日 日 回 下 言己

男
94 50 41 16 12 32 

子 245 
(38.4) ( 20. 4) (16. 7) (6.5) (4.9) (13.1 ) 

女
64 46 36 21 10 50 

子 227 
(28.2) (20.3) (15.9) (9.3) (4.4) (22.0) 



数について若干述べておこう。乙の種の研究において

は，一定の仮説モテ、ルlこ従って外的基準の判531](規定)

力が高くなるように説明変数を選定する乙とが1つの

ポイントである。逆の見方をすれば，選定した説明変

数でもって外的基準をどの程度判別できるかが問題と

なる。従来，本稿と同様の方法論を用いた研究として

は，スポーツ行動の予測あるいは規定要因に関する研
?) .10) 12) 13) 14) 

究がある。乙乙では， 乙れら先行研究における説明変

数の選定の仕方を参考にするとともに，特IEFishbLin

の行動予測モデルlζ準拠しながら表31ζ示すような変

数をアプリオリに選定した。乙れらの説明変数でもっ

て，ゲートボールの実施・非実施がかなりの程度判別

できるのではなL、かという仮説である。説明変数の構

成は，個人的属性要因7，スポーツに対する態度要因

13，行動意図要因 1，ゲートボールの結果についての

信念要因10，ゲートボールに対する感情的・評価的態

度要因7，主観的信念要因2の計40から成っている。

解析の条件は，外的基準T=2，アイテム数40，カテ

ゴリー総数 161である。なお，回答カテゴリーへの無

反応(無記)がある場合はサンフ。ルから削除する乙と

が除ましいが，本稿では全体のサンフ。ノレ数が多くない

ので無反応もそのまま 1つのカテゴリーとして処理し

た。

結果と考案

1. 実施群と非実施群の特性

まず始めに，外的基準と説明変数のクロス分析の結

果からゲートボール実施群と非実施群の特性について

概観したい。表4は，各変数のカイ自乗の値の検定の

結果を示す。

(1)個人的属性

男子は 7変数すべてについて実施群，非実施群の

聞に有意な差はみられなかった。女子は， r健康状態J
「体力状態J，r孤独感Jの3変数に 1-5%水準の有
意差が認められ，実施群は非実施群lζ比べて健康や体

力の状態が良好で孤独を感じる者も少ない。

(2) スポーツに対する態度

男女とも，一般のスポーツに対する態度には大きな

差があるととがわかる。男子の場合， r忍耐力の養成J
と「不安感がある」の2変数を除く他の11変数につい

てはすべて両群聞に有意差がみられた。女子も.r忍耐

力の養成」以外はすべて 1%水準の有意差が認められ
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男子とほぼ同様の傾向をしている。すなわち，男女と

も実施群はスポーツや運動の認知面，感情面，行為傾

向面のいずれの態度成分についても好意的態度を示す

者が多い。非実施群は，特に「運動欲求であるJ (何

日も運動しないと手足がムズムズするなど運動がした

くなる)に対して賛成という者が少なく，行為傾向面

の態度において実施群と大きく異なっている。

(3) 行動意図

乙乙では， rあなたは，次の 1週間のうちにゲードボ
ールをすると思いますかJという質問に対して「必ず

するJから「全くするつもりはなしづまでの5段階の

回答を設定して両群のゲートボールに対する行動意図

を比較した。結果は，当然の乙とながら実施群の9割

以上(男子97.2%，女子93.6%)がゲートボール実

施の意図をもっているのに対し，非実施群は1割程度

(男子9.4%，女子 10.4%)と少なく，両群間に顕著

な差がみられた。

(4) ゲートポールの結果についての信念

信念は，従来の態度成分のなかの認知的成分lζ相当

し， Fishbeirが用いた新しい概念である。そして信

念は，態度を予測する変数としてとらえられその重要

性が認められている。乙乙では，ゲートボールをする

ととによって生ずると思われる効果をどのように考え

ているか，つまり「次の1週間のうちにゲートボール

をするJζとによって例えば友人をつくるチャンスに

なったり，欲求不満の解消になったりする乙とが「あ

りそうJか「ありそうでないか」といった蓋然性でも

って信念をとらえた。結果は男女とも全く同じ傾向を

しており， r体重の調整になるJを除く他の9変数はす
べて両群間に 1%水準の有意差がみられた。すなわち

実施群は非実施群よりゲートボール実施による効果を

高く評価している。乙の点非実施群の方は，各変数と

も無反応のカテゴリーがかなりみられた。乙れはゲー

トボールを実施していないととから，その効果につい

て実感としては勿論思考的にも反応しlとくかったので

はなし、かと思われる。

(5) ゲートポールに対する感情的・評価的態度

態度は，行動の媒介変数として重要なものである。

ゲートボールに対する態度要因は，態度のなかでも感

情的，評価的成分を意味する 7変数から成っており，

f次の 1週間のうちにゲートボールをするJと考えた

場合に「うきうき一ゅううつJ，r愉快不愉快」とい
った態度を， r非常にうきうき←非常にゅううつJ， 
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表3 外的基準(ゲートポールの実施)に対する説明変数の内容

要因 i 変 数(アイテム) カテゴリ

1.年令 1D 50代 2)60代 3)70代
偲 12.生 活 形 態 ID自主独立型 D隠居型@他人型心配偶者依存型 5)その他。D.K
人 13.家 族 構 成 11)自分1人 a配偶者と 2人 @子供・孫と一緒 心D.K
的 I4.テレビ視聴時間 I1) 1時間未満 2)1-2未満 3)2-3未満4)3-4未満 5)4-5未満 6)5時間以上
属 15.健 康 状 態 10非常に・かなりよいのどちらともいえない①かなり・非常に悪いの D.K
性 I6.体 力 状 態 I1) 11 2) 11 3)あまり・まったくない 4)D.K 
7.孤 独 感 11)非常に・時々ある 2) 11 3)あまり・まったくない・ D.K

8.スポーツの好嫌¥1)昔も今も好き
司 19.忍耐力の養成 11)賛成
二 110.気分の転換 11)
I I ~~疲労の蓄積 1 1)
い 112.人間関係の向上 11)

止I~~不安感がある I ~~グ
対 114運動欲求がある |1)M
す 115.敏しよう性の養成 I~~ 11 
:: 1 16.みじめさを味わう 11)

長|肌スポーツを心働ける I!~ 
度¥18.健康法である 11)
I 19.満足感が得られる 11)
却.他D乙とがおろそかになる 11) 11 
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表4 外的基準と説明変数のクロス分析および単相関

x2 億 単 相 関

要因 変 数

男 子 女 子 男 子 女 子

1 年 ~ヲ 5.611 0.078 165 ** 一.029
個 2 生 活 形 肯旨 3. 125 11. 155 . 120 * 084 

人 3. 家 族 構 成 1. 459 0.411 -.006 . 052 

的 4 テレビ視聴時間 2.073 6.107 一.135 * . 037 

属 5. 健 康 状 態 10.507 16.233 * 一.019 .078 

性 6. 体 力 状 態 7.596 11. 398 * -.091 一.028

7. 孤 独 感 3.578 18. 166 ** .048 . 287 ** 

8. スポーツの好嫌 43.365 ** 84. 701 ** 092 .456 ** 
9. 忍 耐力 の養成 7. 108 6.110 .035 . 252 ** ス
10. 気 分 転

ポ
の 換 12. 738 * 13.928 ** .050 280 ** 

11.疲 労 の 蓄 積 35.857 ** 21. 213 ** 057 一.318 ** 
ツ
12. 人間関係の向上 28.269 ** 42. 797 ** 125 * -.095 
13. 不 安感があ

、
lζ る 10.076 30. 135 ** 一.112 一.080

支す
14. 運動欲求がある 55.574 ** 67. 137 ** . 177 ** . 452 ** 

す
15. 敏しょう性の養成 11. 779 * 17.903 ** 123 * 一.183 ** 

る
16. みじめさを味わう 21. 215 ** 43.018 ** . 118 * . 143 * 

態
17. スポーツを心掛ける 41. 532 ** 54.436 ** 一.390 ** . 020 

度
18 健 康法であ る 15.416 ** 18.821 *ネ . 185 ** . 166 * 
19 満足感が得られる 24.252 ** 43.330 ** 一.101 . 347 ** 
20. 他の乙とがおろそかになる 41. 566 ** 56.613 ** 一.018 一.110 

意図 21.行 動 意 図 152. 138 ** 134.668 * 896 ** .863 *キ

22 友 人 を 得 る 38. 155 ** 68. 789 ** . 169 ** 一.118 

ゲlζ 23 体重の調整になる 4.370 9.278 . 155 *本 一.020

;対 24. 足腰を痛める 32.455 ** 45.228 ** ー.236 ** 115 

25. 欲求不満の解消 31. 480 ** 52.860 ** 一.255 ** .420本*
ボす 26. 時間をやりくりする 35.224 ** 72.399 ** .405 *事 511 ** 
ルる 27. 食欲・睡眠の向上 27.490 ** 48. 102 ** 191 ** 一.025 

言信
28. 競争がおもしろい 31. 431 ** 62.275 ** . 214 ** . 343 ** 
29. 頭の体操 lとなる 75.233 ** 88.644 ** . 280 ** 130 

果念 30. スリル感を味わう 38.176 ** 43.494 ** . 154 ** -.297 ** 
31.挑戦の気持ができる 28.819 ** 50.007 ** 208 ** 一.171 * 

32. うきうき←ゅううつ 50.862 ** 38. 720 ** . 017 一.374 ** 
33.愉快ー不愉快 59.175 ** 97.221 ** 470 ** 一.489** 
34. 楽しい一つまらない 71. 845 ** 101. 440 ** 一.562 ** 547林

35 かし乙いーおろかな 37.060 ** 42.047 ** 一.341 ** 457 ** 
36.有益 有害 38.442 ** 52.239 ** 一.437 ** .029 

37.良い一悪い 49.717 ** 86. 796 ** 552 ** .266キ*

38. 手軽ーめんどう 44.363 ** 83.547 ** 370 ** -.276 ** 

主観的信念
39. 規 範 信 念 160.026 ** 155.818 ** 897 ** .856 ** 
30 従 属 意 ，=ct a、 55. 158 ** 59.113 ** 480 ** . 374 ** 

** pぐ .01， * Pぐ .05
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「非常Iζ愉快ー非常Iζ不愉快JとL、ったように好意的

なものから非好意的なものまでのカテゴリーを設定す

るととによって求めた。両群間iζ男女とも 7変数すべ

てに有意差が認められ，ゲートボールに対する態度は

著しく異なる乙とが明らかになった。実施群は，ゲー

トボールに対して非常に好意的態度をもっているとい

う乙とである。

(6) 主観的信念

乙乙では，規範信念と従属意志、の2変数を取りあげ

た。規範信念は， r家族は，あなたが次の1週間のうち
にゲートボールをすると患っていますかJという質問

に対して本人の信念を「思っている 思っていないJ

といった回答形式でとらえた。従属意志は，本人にと

って重要な他者となる家族がゲートボールに対しでも

っている意見に従うかどうかの意志を意味する。両群

を比較すると，家族i乙対する規範信念で「家族の者は

自分がゲートボールをすると思っているJと回答した

者は，実施群は男女とも9割以上(男子97.9%， 女

子91.8 %)を占めるのに対して，非実施群は男子9.4

%，女子5.85iちと極めて少なく，そ乙lとは著しい差が

みられた。実施群の大部分は，家族の思い，期待を感

じながらゲートボールをしているといえよう。一方，

家族の意見に対する従属意志についてはやはり実施群

lζ従う意志の高い者が多く(男子75.7%，女子74.5

%)，非実施群(男子21.1 5iぢ，女子 17.5%)は少ない

傾向にある。

以上，実施群と非実施群の特性について比較した。

個人的属性要因に関しては，女子に3変数のみ有意差

がみられただけであった。しかし，その他の要因につ

いては男女とも両群聞に顕著な差が認められた。すな

わち，実施群は非実施群lと比べてスポーツやゲートボ

ールに対する態度が好意的であり，ゲートボール実施

への高い行動意図をもっており，そしてゲートボール

実施による効果を高く評価している。また，実施群は

家族の者は自分がゲートボールをするだろうと思って

おり，本人もその意見lζ従いたいと考えている者が多

い。乙のような実施群の社会心理的特性は，徳永・金

崎広報告にも指摘されているが，ゲートボールをかな

りの頻度で実施する ζとによってゲートボールや一般

のスポーツに対する態度の好意的方向への変容があっ

たり，ゲートボール実施の効果が自覚されたり，また

周囲の者も本人がゲートボールをする乙とを承認する

といったなかで形成されたものと考えられる。

2. 変数の連関構造

次Iζ，選定した40変数がゲートボールの実施・非実

施とどのように相関するのか，また変数間の連関構造

はどうなっているのかについて，単相関の結果からみ

てお乙う(表4)。外的基準と有意な相関を示した変

数は，男子28，女24であった。男子は， r規範信念J，
「行動意図J，ゲートボールに対する態度の「楽しさj

(感情)， r良さJ(評価)など，女子は「行動意図J， 
「規範信念J，r楽しさJ，r時聞をやりくりする」など
の変数が特に高い相関を示している。男女とも，個人

的属性iζ関する変数の相聞はそれほど高くない。全体

的lと，態度や信念，意図，規範i乙関する変数iζ有意な

相闘を示すものが多い。

図1-2は，変数の連関構造を簡略化して示したも

のである。外的基準と有意な相関にあった変数すべて

を取りあげるとダイアグラムは非常に複雑化するので

ととでは相関係数.500以上の変数に限定した。従って

相互連関の仕方は極めて強いとみてよい。男子は，ゲ

ートボールlζ対する態度およびスポーツに対する態度

に関する変数が構造的に相互連関していることがわか

る。そして，ゲートボールの結果についての信念とゲ

ートボールに対する態度が相互連関しながら， r行動
意図や「規範信念Jとともにゲートボールの実施・非

実施を規定しているといえる。女子については，ゲー

トボールに対する態度とスポーツに対する態度に関す

る変数の連関はみられるが，その構造は男子ほど複雑

ではなし、。しかしながら，ゲートボールに対する態度

が「行動意図」や「規範信念Jなどとともにゲートボ

ールの実施・非実施を規定している点は男子と同じ傾

向である。

以上，単相関の結果から外的基準と変数の関連およ

び諸変数の連関構造についてみてきた。外的基準と有

意な相聞にあった変数は，直接的，間接的lζゲートボ

ールの実施・非実施を規定する要因と考えられる。し

かし間接的に規定するという場合そ乙には別の変数

を媒介にするととであり，外的基準とは見かけ上の相

関という乙ともある。1)乙の点は，変数を同時的，多次

元的に解析するととによって外的基準に対する変数独

自の効き方，つまり真の相関を明らかにして後ほど確

かめてみたい。
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図1 変数の相鶏ダイアグラム(男子.r = .500以上)

時間のやりくり
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図2 変数の相羽ダイアグラム{女子.r = .500以上)

3. 説明変数の有効性

次IC，説明変数の有効性あるいは妥当性の問題iζ触

れてお乙う。ゲートボールの実施・非実施を判別する

のに，こ乙で選定した変数がどの程度有効であったか

ということ，または変数選定の妥当性をみるための指

標として相関比がある。相関比は，係数が1Iζ近いほ

ど変数全体での判別力が高い乙とを示す。今回の場合

相調比は男子.952，女子.949であった。乙の種の解析

においては最高ではなL、かと思われるほど非常に大き

な値であり，従って説明変数の判別力は極めて高いと

いってよい。相関比は，説明変数の取りあげ方は勿論

であるが，外的基準の設定の仕方によっても影響を受

ける乙とが考えられる。乙乙では実施群を，ゲートボ

ーJレを「週3回以上Jとよく実施している者に限定し

全くしていない者を非実施群として明確な基準を設定

した。 ζの乙とも，相関比を高めた要因になったと思

われる。ちなみに，徳永・金品ゲートボール実施者

を週3日以上実施する者と週2日以下実施する者に分

け， ζれを外的基準として今回とほぼ同様の説明変数

37を用いて解析を行ったが，相関比(男子.673，女子

.757 )は本稿の場合ほど大きくはなかった。いずれに

せよ，乙乙で選定した変数の有効性は証明されたとい

える。

4. ゲートポール実施の規定要因

表5は，判別分析の結果である。表中のレンジとは

カテゴリースコアの範囲の乙とであり，数値そのもの

に意味はないが変数の外的基準に対する相対的な判別

力を示す。偏相関は，他の変教の効き方を一定iこした

場合のその変数独自の効き方，つまり外的基準に対す

る真の相聞を示す。以下，偏相関によって各変数の判

別力をみていくととにし，レンジの値は参考にとどめ

7こし、。
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表5 ゲートボール実施・非実施に対する各変数の判別カ

区分 l男 子相関比:0.949 子相関比:0.952 女

変

要因 数 レンジ 偏相関 レンジ 偏棺関

1 年

個 12. 生
人 13. 家

的 14. テ

属 15. 健

性 16 体

7. 孤

メ益、
τ3 

活形態

族構成

レビ視聴時間

康の状態

力の状態

独感

8.55 

17.81 

29.68 

27.89 

36.47 (10) 

21. 76 

6.64 

o. 159 * 
0.183 * 

o. 151 * 
0.165 * 

0.204 ** 

0.247 ** 

0.064 

9.89 

56.44 
76.87 (2) 

13. 14 

37.32 

34.44 

18.66 

o. 158 
0.538 ** (2) 

0.483 ** (4) 

O. 160 * 
0.331本*

0.297紳

0.260本*

8. スポーツの好嫌

9 忍耐力の養成

主110気分の転換
111疲労の蓄積

二 112.人間関係の向上
正I~3 不安感がある
¥ 14.運動欲求がある
対|
す 115.敏しよう性を養成

る 116.みじめさを味わう

品¥17 スポーツを心掛ける
¥ 18.健康法である

叫 119.満足感が得られる

20.他の乙とがおろそかになる

33. 13 

6.29 

78.81 ( 5) 

89.14 ( 3 ) 

32.08 

23.68 

23.41 

13.55 

23.95 

7.飽

28. 14 

20.37 

103.58 (2) 

0.335 ** ( 7) 

0.056 

0.410 ** (5) 

0.383 ** (6) 

0.264 ** 

0.115 

0.255 ** 

O. 131 

0.206 ** 

0.117 

0.178 * 

O. 163 * 
0.497 ** (3) 

71. 05 (3) 

28.槌

70.24 (4) 

27.06 

59.10 (7) 

40.59 

40.96 

27. 71 

68.95 (5) 

48.80 

52.44 

34. 12 

56.59 (10) 

0.399ホ*(6)

0.220ホ*

0.359本*(10) 

O. 174本
0.360紳 (9)

0.376本*(8)

0.286キ*

0.141 

0.315 *キ

0.299 ** 

0.255 ** 

0.215 ** 
O. 279 *本

意図 121.行 意 O. 721 ** ( 1 ) 図 I86.69 ( 4 ) I 0.641帥(2 ) 1138.83 (1) 動

に

つ

い

て

の

信

念

ゲ
l
ト
ボ

l
ル
の
結
果

22友人を得る
23.体重の調整になる

24足腰を痛める

25.欲求不満の解消

26 時間をやりくりする

27.食欲・睡眠の向上

28.競争がおもしろい

29.頭の体操になる

30.スリル感を味わう

31.挑戦の気持ができる

22.80 

35.95 

21. 10 
27.06 

6.37 

29.47 

37.87 (9 ) 

28.11 

59.90 (6) 

30.68 

0.241 ** 

0.261 ** 
O. 197地*

O. 315 ** (10) 
0.090 

0.276 ** 

0.302 ** 

0.204 ** 

0.301 ** 

0.292 ** 

42.05 

28.83 

46.90 

35.06 

38.21 

64.71 (6) 

37.67 

36.23 

26.97 

44.68 

0.255 ** 

0.284 ** 
0.229 *キ

0.384林(7)

0.353 ** 

O. 324 ** 

0.318 ** 
0.227 *キ

0.280 ** 
0.267 *ホ

感
情
的
・
評
価
的
態
度

ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
に
丸
す
る

32. うきうき一ゅううつ

33.愉快ー不愉快

34.楽しい一つまらない

35.かし ζ いーおろかな

36.有益一有害

37.良いー悪い

38 手軽ーめんどう

14.62 

54.58 ( 7 ) 

18.68 

19.41 

43.41 (8) 

19.84 

28.96 

O. 171 * 
0.466 ** (4) 

0.152 * 

0.177 * 

0.319 ** (9) 

0.239 ** 

O. 195 ** 

21. 78 
25. 70 

26.38 

22. 75 

21. 38 
56.66 (9) 

45.69 

0.233 *キ

0.252 *本

0.275 *率

0.275 *キ

O. 171 * 
0.351 *本

0.275 *キ

妄信 139.規
前念 140.従

範

属 意、

0.405 ** ( 5) 
0.501糾 (3)

念 1109. 29 (1 ) 1 O. 731林(1) 1 48.96 
志 23.71 1 O. 320紳(8) I 56. 96 (8) 

** Pぐ.01， * P<.05 ()内は判別力順位を示す。



まず全体的にみれば，男女とも外的基準と有意な偏

相関を示した変数が非常に多い乙とがわかる。態度や

信念，意図，規範などは，単相関でみても高かったが

と乙ではほとんどの変数が1-5労水準で、有意で、あっ

た。また，単相関では低かった個人的属性要因も，偏

相関では有意なものが多い。乙れら有意な偏相関を示I

した変数は，ゲートボールの実施・非実施を判別する

のに有効といえる。男女別iζ各変数の判別力をみてい

くと，男子は「規範信念Jが第 1位であり，以下「行

動意図J，r他のととがおろそかになるJ(運動をする
と他の乙とがおろそかになるのであまりしない乙とに

している)， r愉快さJ(ゲートボールに対する感情的
態度入「気分の転換J(運動後は気分がさっぱりする)， 

「疲労の蓄積J(運動をすると疲れがひどいのであま

りしないζとにしている)， rスポーツの好嫌J，r従属
意志Jなどの変数が続いている。このように，男子の

場合ゲートボールの実施・非実施を強く規定している

のは「規範信念」や「行動意図Jおよひ、スポーツやゲ

ートボールに対する態度が主で、あり，個人的属性要因

は有意な偏相関を示しているものの規定要因としての

寄与率は相対的に低かった。一方女子は， r行動意図J，
「生活形態J，r従属意志J，r家族構成J，r規範信念J，
「スポーツの好嫌J，r欲求不満の解消J(ゲートボー
ルをすれば悩みや欲求不満がなくなる)， r不安感があ
るJ(運動をはじめる前になると不安を感じる)などの

変教が高い判別力を有している。男子と異なる点は，

「生活形態」や「家族構成Jといった個人的属性要因

iζ関する変数がゲートボールの実施・非実施を強く規

定している乙とである。乙の2変数は，対象者の特性

からみても男女間にかなりの違いがみられる。乙の点

は，男女の生活構造や社会的役割の差異も関係してい

るものと思われる。

男女 ~C共通して高いやj別力を有する変数は， r行動意
図J，r規範信念J，r従属意志J，rスポーツの好嫌J， 
f欲求不満の解消Jなどである。行動意図は， Fish-

bJが行動予測モデ川と用いた変数であり，将来の
行動との相関が非常に高いととが実証されている。ス

ポーツ行動の場合でも， Riddle11)や徳ぷ)らによって

この点は明らかにされている。 Fishbeinは，将来の

行動は測定する乙とが不可能なため，行動を予測する

ためには行動意図を測定するとと，そして行動意図を

規定する要因として態度や信念を設定した。本稿では

現在のゲートボール実施・非実施を判別する要因のな

一 35-

かに含めたので当然ながら高い判別力を示したものと

考えられる。また規範信念も， Fishbeinが行動予測

において重視した変数であり，田中段日本人の行動ば

乙の規範信念，つまり他者が自分の行動をどのように

思っているかを自分がどう考えているかという恩考形

式で決定される乙とが多い乙とを指摘した。ゲートボ

ールの場合も，同様の乙とがいえる。従属意志もまた

予測l変数の1っとし認められている。つまり，本人にと

って重要な他者となる者がもっている意見に従うかど

うかによって行動が予測できるといわれている:現在

のゲートボール実施・非実施の判別力においても，男

子8位，女子3位とかなり上位を占めており行動意図

や規範信念とともに規定要因としての重要性が乙乙で

も実証された。

その他， r不安感があるJや「時聞をやりくりするJ
などの変数は，女子では上位にあるが男子は低い判別

力しかない。逆lζ，r他の乙とがおろそかになるJr愉
快さJ，r疲労の蓄積J，r有益さJなどは，男子では上
位にあるが女子では下位iζ位置している。乙のように

外的基準に対する変数の判別力には男女に共通するも

のもあれば，性差のみられるものもある。男女とも判

別力の高い変数は，クロス分析による実施群と非実施

群の比較においても大きな違いがみられ，ゲートボー

ルの実施・非実施を規定する有力な要因とみられる。

そして，乙れらの要因でもって将来のゲートボール実

施を予測するとともある程度可能であろう。

5. カテゴリーの寄与の仕方

図3は，判別力の高かった行動意図と規範信念のカ

テゴリースコアについてみたものである。スコアのプ

ラス値はゲートボールの実施群，マイナス値は非実施

群lζ寄与する乙とを意味する。男女とも，乙の2変数

のカテゴリーの寄与の仕方は同じ傾向であった。すな

わち，実施群には行動意図の「次の1週間のうちにゲ

ートボールを必ずするJ，rおそらくするだろうJ，規範
信念の「家族の者は自分が次の 1週間のうちにゲート

ボールをすると思っているJのカテゴリーが寄与して

いる。非実施群には，行動意図の「どちらともいえな

いJ，rおそらくしないだろうJ，r全くするつもりはな
いJ，規範信念の「どちらともいえないJ，r思ってい
ないJのカテゴリーが寄与している。その他，判別力

順位で上位lとあった変数についてみると，男子はスポ

ーツlζ対する態度の[他のととがおろそかになる 反
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カテゴリー l-)非実施 、実胞(サ
要因 偏相関 カ テコ、リ レンジ

80 70 60 50 40 30 20 10 0 10 20 30 40 50 ス コ ア
十)

かならずする 27.34 
fT おそらくするだろう 10.57 ドーー

動 0.641 どちらともいえない -59.35 
意

86.69 

図
(2) おそらくしないだろう -48.26 (4) 

伺 全くするつもりはない -48.26 

D.K -4.02 

かならずする 45.42 
行 おそらくするだろう 7.71 トーー

動 0.721 どちらともいえない -94.41 139.83 
意

←一一
図 (1) おそらくしない 61.13 (1) 

出 全くするつもりはない -56.43 

D.K 1.21 

思 'コ て L、る 36.88 

0.731 どちらともいえない -72.41 109.29 

(1) 思っていない -67.36 (1) 

D.K -69.53 

忠、 -:> て b、る 19.45 

0.405 どちらともいえない -29.51 48.96 
(5) 思っていない -23.52 (13) 

D.K -20.18 一

図3 行動意図と規範信念のカテゴリースコア

対J，ゲートボールに対する態度の「愉快さー非常に・

やや愉快Jが実施群!L， r愉快さ どちらともいえな
いJ，r愉快さー非常に・やや不愉快J，スポーツに対す
る態度の「気分の転換反対Jなどのカテゴリーが非

実施群lζ寄与している点が目立つ。女子は，生活形態

の「他人型J(定職がなく息子や娘，その他の人に生

活のめんどうをみてもらっている)，従属意志の「家

族がゲートボールについてもっている意見に素直に従

うJ，r少しは従うJ，家族構成の「配偶者と 2人Jな
どが実施群lζ，生活形態の「配偶者依存型J(夫また

は妻の収入に生活をたよっている)， r自主独立型J(定
職をもっており，それによって生活している)，従属

意志の「あまり従わないJ，r全く従わないJ，家族構
戒の「子供・孫と一緒J，スポーツの好嫌の「昔好き

今は嫌L、Jなどのカテゴリーが非実施群i乙寄与してい
る。

カテゴリースコアは，反応数の影響を受けて特殊な

値をとるととがある。例えば，反応数が非常に少なか

ったり実施群と非実施群の反応数の差が小さかったり

すると，過重の値をとったりクロス分析とは逆符号の

値が出たりする乙とがあるので，その解釈にあたって

は乙の点を注意する必要がある。今回の場合，以上iζ

述べたカテゴリーの外的基準に対する寄与の方向は，

一部を除くとクロス分析の結果と同じであった。行動

意図や規範信念をはじめ判別力の高かった変数につい

て，カテゴリーの寄与の仕方はほぼ仮説どおりであり

相関比の結果とも併せてみると乙のようなカテゴリー

を内容とする変数でもって，現在のゲートボールの実

施・非実施をかなり高い確率で判別する乙とが可能で

あるといえよう。

要約

高齢者のゲートボール実施・非実施を規定する要因

を明らかにするととを主な目的として，数量化理論第



E類による判別分析を適用して研究を進めてきた。最

後に，結果を要約すると以下のようになろう。

1. ゲートボ--Jレ実施群と非実施群の特性については

両群簡に顕著な差がみられた。すなわち，男女とも実

施群は非実施群iζ比べて①スポーツやゲートボールiζ

対する態度が好意的である，②ゲートボール実施への

高い行動意図をもっている，③ゲートボールの効果を

高く評価している，④家族の者は自分がゲートボール

をするだろうと思っているという者が多い，⑤家族が

ゲートボールに対してもっている意見に従いたいと考

える者が多い，といった傾向がみられた。但し個人的

属性については，女子の実施群は健康や体力の状態が

良好で孤独を感じる者も少ない傾向にあるが，男子は

乙の点、両群間iζ差はみられなかった。

2. 変数の連関構造について，男子はゲートボールの

結果についての信念とゲートボールに対する態度が相

互連関しながら行動意図や規範信念とともにゲートボ

ールの実施・非実施を規定している。女子は，ゲート

ボールやスポーツl乙対する態度に関する変数の相互連

関はみられるが，その構造は男子ほど複雑ではない。

しかし，ゲートボールlζ対する態度が行動意図や規範

信念などとともにゲートボールの実施・非実施を規定

している点は男子と同じである。

3. 変数全体の外的基準の判別力を示す相関比は，男

子。952，女子.949と極めて高く，乙乙で選定した説明

変数の有効性は証明された。

4. 偏相聞によって，外的基準の判別力順位をみた。

男子は「規範信念J，r行動意図J，r他の乙とがおろそ
かになるJ，r愉快さJ，r気分の転換J，r疲労の蓄積J，
「スポーツの好嫌J，r従属意志」など，女子は「行動
意図J，r生活形態J，r従属意志J，r家族構成J，r規範
信念J，rスポーツの好嫌J，r欲求不満の解消J，r不安
感があるJなと‘の変数が高い判別力を有している。乙

れらは，ゲートボールの実施・非実施を規定する有力

な要因といえる。男女共通して高い判別力を有する変

数もいくつかみられたが，判別力順位は男女聞に傾向

差が認められた。

5. カテゴリーの寄与の仕方については，男女とも行

動意図「必ずするJ，rおそらくするだろうJ， 規範信
念「思っているJは実施群，行動意図「どちらともい

えなL、J，rおそらくしないだろうJ，r全くするつもり
はなL、J，規範信念「どちらともいえないJ，r思って
いない」のカテゴリーは非実施群に寄与している。

37 

終りに，ゲートボールは高齢者の身体的，精神的お

よび社会的健康にとって効果があるととは既にいくつ

か報告されている。高齢者が健康で生きがいのある生

活を送るにはどうしたらよいかを考えるうえで，ゲー

トボールは lつのモデルとして位置づけられよう。今

後は，ゲートボール実施の規定要因の研究をさらに進

めて，乙れを予測したり診断したりする方法論の開発

に努めたいと思う。
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